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保存赤血球の代謝活性の変化について
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 輸血の臨床的適応が広くなるとともに血液の需要はま

すます増加している。ことに最近の種々の人工臓器の進

歩は大量の血液を安価に供給されることを必要としてき

た。この要求はより完全な血液保存法の進歩による保存

血供給の完備をまって満たされるものと思う。

 体外に保持された血液の性状，そしてこの性状が保存

とともにいかに変化してゆくかを知ることは血液保存法

の改良進歩のためにもはなはだ重要なことである。

 1血液の生理学的役割は極めて広汎なものであるが1），

そのなかでも，血漿の果す部分については乾燥血漿を姶

めとして種々の輸液が考案され，供給面も保存法もかな

りの程度にわいて現在の要求を満たし得ているのではな

かろうか。しかしながら輸血の効果の多くは単に血漿成

分の補給のみにては満たされず，より完全な成分を含ノし

でいる全血でなければその目的を遂行し得ないとされ

る。複雑な機構を有する有形成分に対しての安定した保

存法の研究が望まれる。本知においては血液の主要成分

であり，有形成分の大：部分を占める赤血球の性状にっき

羅溶溶を軒口えた。

 赤血球の主要な役割は酸素の運搬であり，これは赤血

球の主要成分であるへt＝グPビン（以下Hb．と略する｝

によっている。しかしながら生体内においてHbがその

作用を持続するためには赤血球膜によって包まれていな

ければならない。赤血球の生体内での半減寿．希はヒ｝・で

は約120賃と測定されてい．るが，生体外において保存さ

れた血液においてもその溶血現象によって示されるよう

に，．汨謔ﾉ脆弱化することが認められている。このよう

な赤血球の脆弱化に対して，低張液に対する溶血抵抗わ

よび機械的刺激（振鍛）にもとつく溶血の測定を行っ

た。

 赤血球膜は蛋白質のような巨大分子を包むばかりでな

く，種々の低分子化合物に対しても撰択的な透過性を示

している。血漿と赤血球内容は赤血球膜を境としてその

／オン組成に著しい差異のあることが知られている。無

子
コ

機陰イオンは赤血球膜をその両側から速やかに通過する

が，陽イオンの透過速度はこれに比べてかなり遅い。赤

血球と血漿中におけるナトリウム（Na）とカリウム（K）

の比は著しい差のあることが知られているが，このよう

な濃度勾配の形成には赤血球の代謝活性が関与するとい

われ．ている。低温における血液保存中には赤血球内への

Naの侵入，赤血球よりのKの漏出が認められる2）

が，これは赤血球での代謝の低一ドを反映するものであろ

う。一方同様の現象は溶血前期例えばin露70におけ

るX線照射の際にも観察されている。

 そこで血液保存中における赤血球膜の脆弱化と赤血L球

内のKの変化の関係について検索を行った。

 赤血球は体内においてたえず新陳代謝を受けており，

正常な循環血液は寿命0から日数十日までの血チ求のほぼ

均等な混合物と考えることができる。上に述べたよう

な，主として赤血球膜性状の変化は種々の寿命の血球に

均等に起こっているのであろうか。これを低張液に対す

る溶血抵抗の差によって分別し比較した。

 また赤血球代謝活性の…指標として放射性無機燐酸

（32PO．i）の有機燐酸エステフレ化を測定し，同様溶血抵

抗の異なる赤血球について比較を行った。

       H 試薬及び実験方法

 1．試薬

 実験に用いた試薬は特記しない限り一級品を用いた。

 水はすべて脱イオン水を用いた。

 i’， 2PO，1は日本放射性同位元素協会から購入した。

 アデノシンはSchuhardt面癖のものを使用した。

 血液は特にことわらない限り，東京女子医科大学外科

教室で人工心肺を回転して行った心臓手術で用いられた

血液を便用した。ヘパリンで凝固を阻止し，4QCに静置

保存した。

 2．測定方法

 1）溶血度の測定

溶血度の測定には血液を遠心分離し，上清を採取す

る。上清0．5mlに対しN／10塩酸4．5m玉を加え混和

Ki皿iko ARAKI（Department of Biochemistry， Tokyo Women’s Medical College）： On the changes

of metabolic activity of red blood cells during preservation．
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し，上清中のHbを酸性ヘマチンとして比色定量した。

比色計は日立製作所製の分光光電光度計EPU－2A型を

用い，波長525mμ，スリッ1・甫0，0tt mm，光路拶j‘，m

で吸半度を測定して溶血度を求めだ。

 2） ナ1・リウム及びカリウムの測定

 上清すなわち血漿相当部分のNa及びKの測定は，日

常臨床検査室で行われるのと同様の方法3）により，炎

う「丘う161蔓：法を用し、ナこ。

 血球中のKについては，検体を遠心してL清を除き，

さらに等張食塩水で2回洗った四諦血球0．5・m］を氷

冷した水2．5m1の中に加えて溶」血，させる。これに等量

の20％過塩素酸を加えて混和し10分間放置する。ついで

遠心して」精を採取し，沈殿は10％過塩素酸で洗い洗液

をあわせ，さらに総量20・ml，過塩素酸の終濃度5％と

した後に炎光光度法によりK：の量を測定した。

 註）等張食塩水での洗源操作中に洗液儒コに漏出するK

 ．鍛は，通し球内総K量の1，5％以下であるので，以一ドの

 実験では誤差の中に1よいり無視出来る。

 3）艇Pの組み入れの測定

 血液または血球浮遊液をn2PO．tを含む溶液と購置し

た後言心し．ヒ清を除き，さらに等張食塩水で3回洗うL／

沈殿部を計数皿に採取し秤量する，，赤外燈で乾燥してか

らガイガーミュラー一計数器で測定した。血液または！薗球

1gあたりの計数をもって比較した。

 胆PO、舅は等張食塩水で希釈して用いた。

 有機燐酸化合物1’i1の：2P測定のためには贈置終了後

等張食塩水で洗った赤1血球に蒸留水を加えて溶血きせ

る。溶血一ヒ清にFiskeの試薬4）をがえて1＝清と沈殿に

分け，それぞれを乾燥後測定した。沈殿部を無機燐，上

清を有機燐とした。

 燐の比色定量はKing 5）の方法により，比色計は東京

光電製，フィ7レターはSfi 6，キュペットは直径18 mm

の試験管型キュベットを用いた。

        皿 実験結果

 1．赤！血球の低張食塩溶液に対する溶血抵抗の保存に

伴う変化
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第1図 保存による溶血抵抗の変化

．3 ．2 ．1

保存してあった人工心肺回転血から赤血球浮遊液をつくり，各濃度の低張食塩水
に加え混和溶血させる。上清のHb量を測定し，溶」血鼠を求める。、
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 赤血球を種々濃度の食塩水に添加すると食塩濃度の低

一ドに岸っ「’∵血遺が増し．，痘二度と’1’ ；血量の問にはS牢

状の曲線ヵ1｝られ．る，、，T． aしノ確率紙を用いて図示するヒ

近似的に直湶で示i得るこ，しが認め臼t，（第1図）。

  確率紙とはその縦軸が正規確率曲線の積分が直線に

  るように目盛られており，したがって50％を中心と

 して最も目盛りの同隔が∠1、さく，o％ま九｛ふ100％に

 近づくほど閲覇が粗になるものである。

 横軸（へ調隔目盛）に食塩水濃度を，縦軸にそれでれ

の濃度における溶並塩（％）をとって得られるば線の50

％線との交点は半零血へ湘示し，傾斜は溶血の進行する

範囲を代表する。40Ciこ静摺して保存された人工心肺回

転血の下虐から15mlを採取し，35 m1の等張食塩水と

混和し3000r．p．m．15｝間遠心する。白血寛こ層を含めて

上清を除いた後赤ゴn球部に弓張食塩水を加えてヘマ1一ク

リッ1・値綿40になるような赤土氏ほ遊液をつくる。

 0乃至0．9％食塩水5．Oi皿1に赤血球1∫凸謀0．5ml宛

を力i1えて混和し．，370 C ，Z 30－J棄Iしの後，30GO r． p． In．

15分σ）遠心によって．／＝清を分離すろ。上清の0．5mlを

川いて．性ヘマチン法によ）一ヒ1．．に残存するHb lを：9，41
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     第2図 擁量による溶並L

人工心肺回転血3mlを38。Cで丁田する。各H」・

間毎に一部分宛とり出し，遠心上清のHb量を
測定し，全溶」血に対する比を求め，さらにその

比の振撮開始前との差を求め溶血率とした。

熟し，心血量を求める。

 脈々期回保存した」il／液、ついて一山L読を才∀ノたところ

竿／図の如X結果 i’に1｛幽ド，れ斯線D傾撫ψ存

期間の昌短によ一tヨよ殆ん．ヒ変化e－a．保存日数の増加

に伴ってIEitRの位置が鋳領濃度の濃い方へ平行移動する

ことヵ斗認ソ）らオtアこ。

 低張バ液による溶廊．が全く確率的に＝巳るものであり，

塩濃度の似ドが溶」疵i雀率を増加させるものとは考え難

く，寧ろそれぞれ個：有の谷血！，1謄有する並げkの集合と考

えるべきであり，確率紙によって得られる旺線はffLく近

似的なものと芯われる。しかしここに示された結果は，

保存に｛，三って並1球の脆弱化が進行し，かっその変化はど

の赤血球にもほぼ均等に匡っていることを思わしめる。

 2．二二による溶血

 人丁：心肺圓転血a）約3．Omlを通常のワールブ7レグフ

ラスコ 〔ドヨ容乏，、1一・］20r i）1ニノyフb， 38つClこ｛X・ ；rこ；n一；．こ嘘く

棺トliで毎分110画の水平払．轟を加える。時闘毎に．、、p庁

宛を戯、戒し0．9．6：食‡水で希釈し，遠心（3000r．p．m．

15分）して侵られる一ヒ清のHbを酸・性ヘマチン．法により

測定する。

 第2図に示したように，比．：支的長期間保存を受けた並L

液は振巌開始時においてすでにかなりの溶血を示してお

り，三島二二って溶血量が増大する。体外に保存される

ことによって赤血球は机械的衝刊こ対して脆珊ヒきれて

いることカミ可見わ君tる。

 3．赤血球からのカ！／ウムの脱失

 帆，止下で」盒〔液保存中にi甜田中のKが塊｝加しNaが減少

する現象は常に認められるところである。生体内にあっ

ては赤血球と並嚥とではそれぞれにおけるNaおよびK

の濃度は著しく異なってお1） ，赤血球はKに喜み，亘H漿

はNaが三たる1刀 f，オンである。しかもこれ等の陽イオ

ンは赤血球膜に対して全く不透性ではなく，陰イオンに

比べれば小さいけれどもある程度の透過性は認められ

る。したがって赤血球膜を隔ててNaとKの濃度比の異

なることはそれを達成するために何等かの代謝活性が関

与しているものと考えられている。

 新鮮血から血漿および白血球を除去し，100mg／dlの

ブドウ糖を加えた等張食塩水に浮遊させ，4。Cで保存し

た赤血球浮二二の2・V6mlを50 m1の三角フラスコに

入れ，38。C水槽中で振盛する。4時間後赤血球を遠心

して集め，さらに等張食塩水で2回洗瀞後，赤血球厄か

ら試料を採取してK含量を求める。対照として．4。Cで

振嘱した血1球浮遊液についての血球中のK含量を求めた

（第1表）。

4。Cで振税した対照管の値にみられるように，赤血球

内K量は保存とともに減少する。38。Cでの贈置振盛の

間にの脱失はさらに増加していることが観察されるが，

保存1倣の長い．血球は贈置振盗前すでにK含量がより低

一！，・”］’，9 一一
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第1表

保存H数

  赤血球浮遊液の振鑑による変化

遊離Hb［ 血球中K
40c i 3soc 1 40c 1 3soc 1 AI〈

H

2

4

6

8

10

E 470

O． 020

0． 048

1．13

1． 87

O． 063

0． 066

7． 26

mEqf1

51． 1

44． 5

40． 2

29． 3

24．1

48．8

41．2

34．3

23． 3

19，0

一2．3
1 m3．3

－5．9

1 一一6．0
1

－5． 1

4℃に静置保存した赤血球浮遊液2乃至6m1を386

Cで4時間振回する。遠心し上清のHb量を求める。
血球0．5mlを採り溶血せしめ， K量を求める。対

照は4QCで4時間振潤する。

第2表

対

 全血を用いた場合は溶血が小さいことが認められた

が，これは赤血球浮遊液を作る際の種々の処置が赤血球

膜に障害を与えるためと思われる。

 第3表の実験では振鑑前に血液3．Omlに対して等張

塩化カリウム溶液0．5mlを添加した。対照には同量の

等張食塩水を加えて振盟した。浮遊媒申のK量の増加は

Kの再吸収を助長するように思われる。この場合もアデ

ノシンの添加は再吸収を増加させた（保存血使用）。

 4．溶血抵抗と赤血球内カリウム量の関係

 血液の保存によって赤血球は脆弱になり，血球内K量

も低下する。血漿Hbと血球内K量の間の関係を同・．．・血

液について溶血抵抗の大小に基いて比較した。・

 4D Cに静置保存してあった血液を等張食塩水で洗い赤

血球浮遊液としたものを9倍量の種々低張食塩水に加え

アデノシン添加による血球内K量の変化

             
      照    1  ア デ ノ シ

保 存 u 数 遊離 Hb
40c 1 3soc 40c

K
1 3so c

！’1

0

2

6

10

E 470

1 0．023
「o，030

 0．025

｛0・041

mEq／l

O． 037 43． 5

0． 039 i 39． 3

0． 023 ii 40． 6

0． 040 1 34． 0

45．4

41． 7

42． 2

39． 4

AK
遊離 Hb

1！mgLU’gs．一。．一L／emo．一。．

ン 添 加

K
一．一一一 ・一一 1・ AK
li 380 C

1．9

2．4

1．6

5．0

E 4．70

O． 030

0． 032

0． 025

0． 038

O．034

0． 042 ’

O．034

0．049

mEq／l

43．5

40． 8

38． 4

35． 7

2：iK i Zi；i

    4．843．2 1

41．7 1 6．o

40Cに静置しておいた」血．液3mlを4。Cまたは38。Cで4時間振回の後閑心し上清のHb量および，血球部0，5
rnlあたりのK量を求める。アデノシンは血液1mlあたり1mg加えてある。

値であるにもかかわらず大量の脱失が認められ，K保持

力が著しく低下していることが観察される。

 前項にも述べたように，保存によって赤血球膜の機械

的衝撃に対する脆弱化がおこるが，擁盈こよる溶血は

38。Cにおける方が低温よりも大きい。本実験では5日

を境として著しい溶血が観察された。しかしKの脱失は

寧ろ徐々に進行しているようである。

 同様の実験を赤血球浮遊液の代りに全血を用いて行っ

た結果を第2表に示す。Kの測定は振早雪洗った赤血球

について行った。この場合寧ろ38。Cでの振蛋は血球内

Kの増加，すなわちKの再吸収が認められた。保存日数

の長いほどKの増加は大きいが，これは撮量前における

赤血球内K量がより低く，1血漿中K濃度が高いためであ

ろう。

 振盗の際アデノシンを血液1m1当り1 mgの割合に

添加しておくと，Kの再吸収は増加する。

 低温保存中における赤血球内Kの脱失は…っには赤血

球の老化によるが，また一つには低温にあるため保持能

力が低下していることも原因であろう。保存中における

赤血球内エネフレギー源の減少もまた保持力の低下に影響

を与えていることが示された。

エ

ヲ

’［y

第3表 KCユ添加による血球内K量の変化

保
存1

対 照

日

数

（一）

日

0

4

  K
一一 齢’『一一』．一’一一 @ ’ △K
40 C 1380C

mEq／l

（＋）

36． 7

27． 7

0

4

32．0

28．7

35．1

28． 5

32． 2

31． 5

一1．6

 0．8

O．2

2．8

KC1添那
K

L，1．｛｝｛ssocl AK

 mEq／1
35．3  35．9   0．6

28・429・7［1・3

   
31．4 ［33．9      2．5
28．g132．43．5

  1
保存血3．OmIに対し等張塩化カリウム0．5ml（対
照には等張食塩水0．5 ml）を加え，4℃または38〔’

Cで3時間振相する。遠心洗縛して上清を除き，tilL

球0．5m1を採り溶血させ，上清のK：を測定する。

△Kは380Cと4。CのK量の差である。アデノシン
は血液1皿1当り1 mgの割合に加えた。

て室温（約10。C）に10分間放置し溶血させる。ついで

3000r．p．m．15分間遠心し，上清のHb量とK量を測定

する。食塩水濃度O． 7，0．6，0。5％のそれぞれにおける

値を求め，その差から0．7～0，6％及び0．6（’0，5％濃度

において増加したHb及びKを計算し，その比を求めた

m－ P596一
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    第3図 低張液溶」血抵抗とKの関係

血液を洗い血球浮遊液をつくる。これを9倍寵の低
張食塩水を加えて溶玉江．させ遠心し，上清のHbおよ

びK景を測定する。食塩濃度O． 7，0。6，0．5％のそ

れぞれにおける値を求め，その差から0．7～O．6％

及び0．6～0．5％濃度において増力「！したHb及びK

を計算し，その比を求めた。

！ifis

20

go

◎・・◎3目
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傘＿ムfi3日

     o／o

炉x一三
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（第3図）。

 保存r－1数の増加に伴ってK／Hbの値は！！忘ドするが，

こフロは保存によるKの脱失を反映するものであろう。し

かし同．一一の血液について観察すると，より高張（0．7～

O．6％）で溶血する部分のKIHbはO．6・一〇，5％で溶血

する部分の値より小さい。したがって溶血抵抗の大なる

血球ほどより大量のKを保持していることが認められ

る。

 同じく種々保存日数の血液からの赤血球浮遊液を38。

Cにて1乃至3時間振盟し，3000r．P．m．15分遠心し，

上清に含まれるHb及びK量を測定し，その比を求めた

のが第4図である。やはり保存貝数の短いものほど高値

であり，赤血球内K量の大きいことがみられているが，

また，振盈時問の増加に伴って次第にKIHbは大とな

り，したがって後で溶血する血球ほどKを大量に含有し

ていると考えられる。

 5．溶」血抵抗の異なる赤血球における燐酸エステル化

能

 前にも述べたように血液には種々の寿命を有する赤血

球が混在している。同一の血液中にわいても種々の溶並L

    it 3

振叢時問h「s・

第  4  図

種々保存日数の血液からの赤血球浮遊液を1乃至3
時間振帯する。遠心し一ヒ清にあらわれるHb及びK
量を測定しその比を求める。

抵抗を有する赤」血球があり，また溶血抵抗の異なる並L球

は保持力にも差があることが覗われた。Kの保持にはな

んらかの代謝活性が関与すると思わ一／／，溶血抵抗の異な

る赤血球はその代謝活性にも差があると考えられる。そ

こで別の面から赤血球の代謝活性を知るた汐）に放射性無

機燐酸（：12PO．t）を用いてその有機燐酸化能を測定し

た。

 赤血球浮遊液を放射性燐酸を含む等張食塩水 （0．1％

の割含にアデノシンまたはブドウ糖を加えてある）に加

えて37。Cに120分温置する。遠心して集めた赤血球を等

張食塩水で5回洗った後，0．5％食塩水を加えて一部分

溶血させる。未溶」血の赤血球を集めて蒸留水を加えて完

全に溶血させる。

 それぞれの溶血液にFiskeの試薬を加えて無機燐酸

を除去し，上清中にとどまる放射性有機燐酸を測定す

る。別に溶血液中のHb景を酸性ヘマチン法で求め，放

射性有機燐酸量とHbの比を計算すると第4表のごとく

0，5％食塩水で溶血する部分の方が小さな値を示した。

すなわち燐酸の有機化についても溶血抵抗の大きい赤血

球の方がより強い活性を示していることが認められた。

アデノジンとブドウ糖について比較すると，アデノシン

の添加の万が溶血抵抗による差がより大きくあらわれて

いる。

． ？ij ，c）7一一一一
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    第4表溶血抵抗と32Pの有機化能

＼二＼聯一レぞ・四iでど雌

器論潔欝欝罵
NaCI
ﾈ爵．76・・姻π鼠τ陣一

 赤血球浮遊液3m玉に32P溶液1m王，等張燐酸食塩
 液1皿1を加え，、アデノシンまたはブドウ糖5エngを

添加して38。Cで1時間附置する。ついで等張燐酸

食塩液で6回洗製した後，0．5％食塩水9皿1に洗
源血球1mlを加え38。Cに30分おき溶血させる。遠

 心し溶血部分と非溶血部分に分け，非溶血部分はさ

 らに蒸留水を加え完全に溶血させる。それぞれの
 Hb量及びOrg． nLPを測定し，0．5％食塩水の代

 りに蒸留水9mlを加え完全に溶血させたも0）を対
照としそれぞれの比を求めた。

例アデノシン添加，0．5％非溶血部分
  1） Hb

唖浅瀬響当量・…一8：lll・…一75…％・

  2） Org 32Pの比

砿鷺無黙認響／談論劉
   一℃ll17ん器一…7

         IV 考   案

 1．浸透圧溶血抵抗

 浸透圧溶血抵抗については幾多の研究があり6），血球

の脆弱性と溶血抵抗の関係についても報告が多い。Da－

vis et al． 7）は放血の前後においてラッ｝の赤血球溶血

抵抗を測定したところ，放血後の血球は溶血挺抗が非常

に低下したと報告し，その原因を新らしい赤血球の出現

に求めている。またGabrio及びその共同研究者達は，

in vitroで保存した場合の血球の溶血抵抗について報管

し，幼若赤血球の方が古い赤血球よりも抵抗が弱いと報

告している。そのほか多くの人々の報告はいずれもDa－

visやGabrioと軌を一にしているが， Prankerd g）は

1958年赤血球の老化について報濁し，血球を遠心によっ

て新しいもq）と古いものに分け，それぞれの溶血抵抗を

測定したところ，採血直後の新鮮血では親日の血球の閥

で差がなかったが，24時間購辞した後の血球では古い血

球の方が溶エ血抵抗が低下したと報告している。

 2．振揚による溶血

 保存による赤血球膜の脆弱化は，機械的刺激に対する

抵抗力によってうかがうことができる。

 ワールブルグ検圧計を利用し，毎分110回の水平’振湯

を加えると，保存期間の短い血液は蛮声開始直後にやや

溶血を示すが，それ以上の増加はない。保存期間の延長

に伴って溶血量も増加し，溶血の進行時間もより長くな

る。

 保存血の二三変化については種々の報告があるが，静

費保存した場合の溶血の進行は5乃至7日以後急激に進

行するといt），．37。Cでの振嶺は溶血促進の因子として

働き，本実験でけ脆弱化は確められたが，詳細の一二は

財蔓難であっに、

 3．赤dil．門内カリウムの変動

 赤血球内成分と血漿ではその組成がはなはだ．しく異な

っている。ことに低分子無機イオンにおける組成の差異

は，箭効果すなわち赤血球膜に存在する細孔と溶質分子

の大きさの比較のみによっては説明し得ない。なんらか

のエネフレギー代謝機構．が関与しており，したがって生物

学的活性によっていることは明らかである。

 赤血球はかなり活溌なエネルギー代謝を行っているが

他の組織とは異なり脱炭酸過程を欠き，したがってTC

A回路をもたず，そのエネルギーの大部分はErnbden－

Meyerhofの解糖系に仰いでいる］o）。イオンの能動輸

送と解糖現象の関連性1）につい℃は多くの研究がなさ

れ，著者の赤血球浮遊液及び血液についての実験もこの

閥の関係を示唆している。

 血液を4QCに保存することによって血中のKが血漿

へと漏出する現象は早くから認められていることであ

る12’。種々日数保存した血液の低張食塩水（0．5回目塩

水溶液）に加えて得られる部分溶血の遠心一ヒ清中のHb

及びKを測定すると，保存日数の長い試料ほどHb及び

Kの量は多くなっている。しかしK／Hbの値は逆に長

い保存を経たものほど小さい。これは保存によって赤血

壬求が脆弱イヒされたこと，また赤」血目門内Kが漏出したこと

で説明されよう。

 同一保存日i数の血液を用いて0．7～0．6％，0．6～0．5

％のそれそその低張食塩水で遊離するKとHbの比を求

めると，より低張液に抵抗する部分，すなわち溶血抵抗

の大きいものほど高値を与える。このことはKの漏出は

すべての赤血球において均等におこるのではなく，より

脆弱な血球ほど大量のKを失っていることを思わせる。

この関係は浸透圧溶血に対してのみならず，振揚による

機械的衝撃に対する抵抗性についても同様のことが観察

された。

 4．Kの再吸収

 低温においての保存中に漏出したKが，38’℃に卿

置すると再び赤血球内にとりこまれることがブタの血

液15）において認められている。またGabrio 14）らは

3週目保存したの血液を38℃でアデノシンとともに瞬

覆すると有機燐酸の再生，浸透圧溶血抵抗の増強ととも

に，赤血球内力1）ウムの増加するこを報告している。著

者のヒト血液による実験は，単に全血を38℃に欝巧し

たのみで，すでにKの再吸収を示しアデノシンの添加は

Kの再吸収を増加させるのに役立っている。

 5．燐酸の固定三

一1598一一
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 第4表に示すごとく，燐酸の有機化は溶血抵抗の大な

る赤血球の方がより強い活性を示していることが認めら

れ．た〔，

 先にPr顕kerd切1・i．i ，古い赤血球のlt’j’が溶血抵抗が弱

いこと’を報告しており，まんK含量は若い赤血罫長に，Na．

含量は古い赤蜘球に多かったが，燐酸エステルについて

は差がなかったと報告している。彼の実験は遠心によつ

．て新旧の赤血球にわけており，著者は溶血抵抗の差によ

って強弱を分けたが，いずれも古い赤血球の方が活性が

弱いという点で一致した見解をとっている。

 アデノシンとブドウ糖について比較すると，アデノン

ンの添加の方がよb大量の燐酸有機化が起ることが観察

された。

         V 結   語

 種々の条件下に体外におかれたヒ1・！虹液の性状変イヒを

追求し，次の結果を得た。

 1）保存に伴って，血球の脆弱化が進行し，かっその

変化は種々の血球にほぼ均等に起っている。

 2）38。Cでの振塗は赤血．球の脆弱化を促進する。

 3）Kの漏出はすべての赤血球において均等に起るの

ではなく，よ1）脆弱な血球ほど大箪のKを失っている。

この関係は浸透圧溶血抵抗．及び機械的衝撃に対すろ抵抗

性の両方とも観察された。

 4）血液を38。Cで鰐鷺．振卜するとKの再吸収がみら

れ，これはアデノシンの添加によって助長される。

 5）溶血抵抗の大なる血球はより活性度が大であり，

種．々の性状変化は余命の短い赤血球についてより大きく

現われている。

 木論：交の一部の要旨は第31回日本生化学会総会（昭和

33年7月15．貝，於北海道大学）およびH本輸血学会第

26四関東支部例会（昭禾員35年2月ll．｝1；，於凍京女子医

大）に発表した。

 終りに臨み御指導並び｛こ御校閲を賜った松：卜y義寛教授

及び松村剛講師に深甚なる謝意を捧げます。また材料の
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